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要 約 

本論文では、下階に鉄筋コンクリート造を上階に木質構造を配した立面的併用構造に対し

て、各構造の剛性や重量の違いによって地震時の高さ方向の外力分布の傾向を明らかにす

るとともに、塑性化や損傷の程度について解析的な検討をおこなった。加えて、現行Ai分

布では危険になる構造について、2質点系の重量と剛性比に基づく外力分布を2質点を超え

るものにも適用できるような考え方を提案し、その妥当性を時刻歴応答解析の応答変形に

よって確認した。 
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